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経営者への活きた言葉 
日本と世界の未来の行方（その 2） 

ジャック・アタリ（1943 年生まれ。わずか 38 歳で、フランスのミッテラン政権の大統領特別補佐官を努め注

目を浴びる。政界・経済界で重責を担う一方で、経済学者・作家として幅広く活躍） 

１．2050 年の世界は、一体どうなっているのであろうか。はたして我々は、2100 年へ向けての心構えはできて

いるのであろうか。実は、三つの波が、21 世紀を決定する。 

２．現状はいたってシンプルである。つまり、市場の力が世界を覆っている。マネーの威力が強まったことは、

個人主義が勝利した証であり、これは近代史における激変の核心部分である。すなわち、さらなる金銭欲

の台頭、金銭の否定、金銭の支配が、歴史を揺り動かしきたのである。行き着く先は、マネーで決着をつ

ける。世界の唯一の法と化した市場は超帝国（1つ目の波）を形成する。 

３．人類がこうした狂気にとらわれ、暴力によってグローバル化を押しとどめようとするならば、人類は破滅

的な戦いに陥ってしまうであろう。この場合、今日では考えられない武器を使用し、国家、宗教団体、テ

ロ組織が対立しあうことになる。こうした戦闘状態を超紛争（二つ目の波）と呼ぶ。これも人類を滅亡へ

と導くであろう。 

４．最後にグローバル化を拒否するのではなく、規制できるのであれば、さらに、一国による世界の支配に終

止符が打たれるのであれば、自由・責任・威厳・超越・他者への尊敬などに関して新たな境地が開かれる

であろう。こうした境地を超民主主義（三つ目の波）と呼ぶ。この超民主主義の確立によって、次世代に

きちんと保護された地球環境を遺すことができる。           （参考：「21 世紀の歴史」）：作品社

経営者のための理念・哲学 
経営理念は儲かる 

１．「経営理念で飯が食えるのか」。世界同時不況

によって、多くの企業が業績悪化に直面してい

る今、誰もがこんな問いを投げたくなるのかも

しれない。だが、答えはイエスだ。経営理念は

儲かるのである。 

２．パナソニックは 2002 年 3 月期に危機に瀕
ひ ん

した。

そこで中村邦夫社長（現会長）の下、松下幸之

助が編み出した事業部制を解体した。見事Ｖ字

回復を果たしたが、当時、中村社長が唱えたの

が「破壊と創造」だった。この言葉は経営理念

の 1つに「日に新た」の言い換えである。2005

年に自社の石油温風機が、一酸化炭素中毒によ

る死亡事故を招いた時、「最後の 1台まで回収

せよ」と指令した。この時の中村社長のメッセ

ージは「スーパー正直」だ。これは経営理念の

「社会は公器」に基づいて作り出した言葉だ。

中村社長が常に拠り所としたのが経営理念だ

った。（参考：「日経ビジネス」：2009 年 4 月 20 日号）

街の活性化策 
赤字民営バスを村営化し黒字にする 

藤原忠彦（長野県川上村長） 

１「交通」について、一時期は利用客が少なく、民間会社

が路線廃止を決断していたのですが、そうなれば過疎

化に拍車がかかります。村民からは「実際に乗らなく

てもバスには走ってもらいたい」という声が多数を占

めました。つまり、バスは走っているだけで村民に安

心感を与えるという目に見えない役目を果たしてい

たのです。これはなんとかしなければならないと考え

て、バスの村営化を決意しました。 

２．事業をやめたり縮小したりする時は、消極的な考えに

なりがちですが、私は逆に事業の拡大を図りました。

ダイヤや路線、停留所の数を増やしてみたり、定期券

をバスの中や農協でも買えるようにしてみたり、何よ

り効果が大きかったのは、スクールバスを住民利用で

きるようにしたことです。当時のスクールバスは、文

部省の監督下にあり、再三掛け合い、夜討ち朝駆けを

しぶとく試み、日本で始めて併用許可を取りました。

（参考：「致知」2009 年 7 月号）

古典に学ぶ
松陰先生の片鱗 

「松陰先生が、その弟子たちに対するお言葉が、非常にていねいであったということは、先生の内なる境涯を

うかがい得る一つの証拠として、非常に大切なことだと思うのです。そもそも人間というものは、その人が

偉くなるほど、しだいに自分の愚かさに気付くと共に、他の人の真価がしだいに分かってくるものでありま

す。そして人間各自、その心の底には、それぞれ一箇の天真を宿していることが、わかってくるのでありま

す」 

（注）天真…天然自然のままで、いつわりや飾り気のないさま。   （参考：森信三「修身教授録抄」）：致知出版社

 




